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「 Challenge ＆ Change 」 

 

「８９６」=これは現在約１８００ある自治体総数の内、２０４０年までに消

滅すると言われる自治体の数であり、私達が暮らす山梨市もこのリストの中に

入っているのが現状です。少子高齢化、人口流出、地域経済の停滞など地方の

抱える問題は本当に多く、そして大きいのが現実です。全国の青年会議所を振

り返ってみても、最盛期より会員数は半減し、ＬＯＭ数も７０近く減りました。

我々の公益社団法人 山梨青年会議所（以下、山梨ＪＣ）も会員数は最盛期の３

分の１以下に減少してしまいました。山梨市も山梨ＪＣも存続の危機に直面し

ており、いま我々が挑戦と変化をしなければ、衰退する一方です。ひとがいき

いきと輝く「明るい豊かな社会」を掴むため我々が率先して行動していきまし

ょう。 

 

Challenge 

現状維持は衰退の始まり。失敗を恐れず挑むことは、例え失敗したとしても成

長に繋がります。青年の特権として、果敢に挑戦していこう。 

 

Change 

「強い者ではなく、賢い者でもなく、適応する者のみが生き残る」 

常に変わり続ける世の中に対応し、未来を切り拓くために、魂や核は残しつつ

変化していかなければなりません。変化を恐れるな。 

 

青年会議所は組織の特性上、挑戦と変化を常にし続ける団体であり、青年会

議所はその活動を通じ、ひとを成長させる団体でもあります。私は多くのもの

を青年会議所からいただき、成長することができました。多くの問題や困難は

ありますが、それに挑み、変えることで大きな成長を得ることができます。も

う一歩前へ、一段上へ、もう少しだけ踏み出そう。大変だったけど、楽しかっ

た、成長できた、そう思える一年を会員の皆さんと過ごしたいと思います。 



 

 

活動方針 

 

ひと・まち創造委員会 

 ひとづくりはまちづくり。まちづくりはひとづくり。「まち」は「ひと」がい

きいきと輝いてこそ素晴らしい「まち」となります。次世代を担う人財の育成

とまちの創造を目指します。 

 

 

青少年育成委員会 

子どもたちの成長は私たちの希望です。挑み、努力して達成することは大き

な成長に繋がります。失敗しても諦めない挑戦する子どもの育成を行います。 

ジュニアリーダー・シニアリーダーを後見し、次世代のリーダー育成を支援し

ます。 

 

 

明日の山梨ＪＣ会議 

創設来の外部・内部環境の変化は顕著です。定款をはじめ諸規定なども現状

にそぐわない部分も出てきています。明日の山梨ＪＣをにらみ実働しやすい組

織にするため、定款、諸規定などの見直しや改革を進めます。 

 経験豊富な卒業生を中心にフレッシュな新人会員の力を合わせた４０’s 例

会を行います。 

明日の山梨ＪＣのため、会員の結束を高める役割も担っていきます。 

 

 

総務室 

 持ちうる資源を有効に活用し、山梨ＪＣの運営の礎となり円滑な運営を目指

します。 

 速やかな情報発信を広く行い社会に働きかけをしていきます。 

 山梨ＪＣの未来のため、志を同じうする仲間を増やします。 

日本青年会議所・関東地区協議会・山梨ブロック協議会並びに他団体とも連

携し、更なる青年会議所運動を推進します。 

 


